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News Release 

2024 年 10 月 30 日 

株式会社プロテリアル 

太径 0.4mm 放電加工用電極線「HBZ-B40」シリーズの開発 

～ワイヤ放電加工速度と面精度※1の向上に貢献～ 

株式会社プロテリアル（以下、プロテリアル）は、被削材の放電加工速度と面精度を向上さ

せる直径 0.4mm の太径放電加工用電極線「HBZ-B40」シリーズを開発しました。自動車用の大

型金型や航空機、発電用タービン部品、金属積層造形材などの大型部品のワイヤ放電加工ニー

ズが増えるなかで、加工時間のさらなる短縮要望にお応えします。 

HBZ-B40 シリーズは、2024 年 11 月 5 日（火）から東京ビッグサイトで開催される

「JIMTOF2024」（第 32 回日本国際工作機械見本市）に、「HBZ-B40」シリーズの開発パートナ

ーである株式会社牧野フライス製作所（以下、牧野フライス製作所）ブースに出展します。 

１． 背 景 

 近年、xEVや航空機などの需要増大

や生産性向上の取り組みに伴い、金型

加工や部品加工における被削材の大型

化や厚板化が進んでいます。相対的に

加工時間も長く、加工の難易度も高く

なることから、ワイヤ放電加工速度と

面精度を向上できる太径電極線のニー

ズが高まっています。 

現在、日本国内で一般的な電極線の

線径は加工機の制約上 0.1～0.3mmで

す。これまで太径とされた 0.3mmの破

断荷重では、大型被削材の加工や加工時間の短縮のために電極線に大電流を流すと、熱によ

る断線が多発し効率の良い加工が行えませんでした。また、近年は、仕上げ加工における面

精度の向上（表面粗さの低減）が求められており、加工時間短縮と面精度の向上の両立を図

るためには、線径アップに加えて、放電性能を高める必要がありました。 

２．概 要 

プロテリアルは、放電加工用電極線において長年

の実績があり、現在の主流である高亜鉛黄銅

（Cu60%/Zn40%）「HBZ-U」をいち早く開発し、市

場に提供してきました。プロテリアルはこの技術

を発展させ、HBZ-Uの黄銅成分をさらに高亜鉛化

した高亜鉛黄銅（Cu57%/Zn43%）「HBZ-B」を

0.4mm 径に適用した「HBZ-B40」シリーズを開発

しました。 

線径を 0.4mm としたことで、一般的に使用され

る線径 0.25mm に対しては、約 2倍の破断荷重を実

現しました。また、亜鉛の割合を増やしたことによ

り放電効率および放電性能が向上しました。その結
従来径との線径比較 
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果、同径 0.4mmの従来材対比で加工速度が 10%増の高速加工を可能とし、加工面の表面粗さ

も約 7%低減させる高精度加工を実現し、面精度が向上しました（[実証実験] 牧野フライス

製作所 協力）。 

 

[材質] 

仕様＼品名 HBZ-B（新規適用材質） HBZ-U（従来材質） 

  線径（ｍｍ） 0.4 0.4 

  線径公差（ｍｍ） +0、－0.002 +0、－0.002 

  組成（％） Cu57/Zn43 Cu60/Zn40 

  母材組織※2 α＋β 相（β 相多い） 

 
 

α＋β 相 

 

 

[実証実験]（牧野フライス製作所 協力） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

今後プロテリアルは、この HBZ-B40 シリーズを、適用可能な加工機を取り扱う牧野フライ

ス製作所と協力して、国内外に展開していきます。なお、HBZ-B40 シリーズは 2024 年 11月

5日（火）より東京ビッグサイトで開催される「JIMTOF2024」において、牧野フライス製作

所の展示ブースにて出展予定です。  
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３．特 許 
 

出願済み 

以 上 

 

【お客様からのお問い合わせ】 電 線 事 業 部  担当 芝  TEL 0294-42-5510 

【報道機関からのお問い合わせ】コミュニケーション部 担当  車谷 TEL 080-2108-0159 

 

 

※1: 金型によって成形される完成材表面の鏡面性、なめらかさの度合い。 
※2: α相は軟らかく加工が容易であるが、β 相は硬く加工が困難。亜鉛含有量が高くなると放電性に優れるものの β 相

比率が高くなり電極線製造が困難となるため高度な組織制御技術と伸線加工技術が必要。 
※3: 表面粗さを定義する一般指標で、「JIS B 0601 : 2001」における粗さの最大値を測定した基準。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

HBZ-B40 シリーズが適用可能な加工機「U6H.E.A.T」
（画像提供：牧野フライス製作所） 

ボビン形状の HBZ-B40 

（HBZ-B40 は加工機外部に設置されます） 
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■プロテリアル（PROTERIAL）について 

  

 
プロテリアル（PROTERIAL）は、当社の企業理念を構成する Mission「質の量産」、Vision「持続可能な社

会を支える高機能材料会社」、Values「至誠」「龢則彊(和すれば強し)」のエッセンスを反映しており、

“PRO”＋“MATERIAL”から作られています。PROが表すのは Professional（専門的な）、Progressive（革新

的な）、Proactive（主体的な）の 3つの言葉で、それぞれに「期待を超える仕事」「挑戦し続ける意志」「主

体的な姿勢」という意味を込めています。MATERIALはこれら 3つの PROに支えられた独創的な技術から生み

出される、高機能材料を意味します。 

当社グループはその製品と想いに根ざしたサービスを通じてお客さまの課題を解決し、世界の人々に新た

な価値を提供して、持続可能な社会の実現に貢献し続けてまいります。 

 

■株式会社プロテリアル 会社概要 

設  立：1956年 4月 

本  社：〒135-0061東京都江東区豊洲５－６－３６ 豊洲プライムスクエア 

資 本 金：310百万円(2024年 3月 31日現在) 

代 表 者：代表取締役 会長執行役員 兼 社長執行役員 CEO (最高経営責任者) 

Sean M. Stack（ショーン・スタック） 

売上収益：1兆 332億円(2024年 3月期) 

沿  革：1910年 戸畑鋳物株式会社として創業 

      1937年 株式会社日立製作所と合併 

1956年 日立金属工業株式会社として分立 

2023年 日立グループから離脱し、商号を日立金属株式会社から株式会社プロテリアルに変更 

 


